全Ｌ協事業２７第２３号
平成２７年５月１４日

　会　員　各位
（一社）全国ＬＰガス協会

平成２７年度版「公共施設にＬＰガス機器の常設常用を！」
～災害バルクの設置で災害にも強いＬＰガスの推進～
の送付について

平成２５年４月からスタートした「需要開発推進運動」は、全国のＬＰガス販売事業者、都道府県ＬＰガス協会、当協会が一体となって３ヵ年計画で推進しており、本年度で最終年度を迎えます。

本運動は、「より多くのお客さまに、より多くのＬＰガスをお届けする」をスローガンに『進化するＬＰガス』、『究極ライフラインＬＰガス』、『人を育むＬＰガス』の三つのテーマ（三本の矢）を推進することにより、更なるＬＰガスの販売拡大を図ることを目的としております。

この度、「平成２７年度需要開発推進運動アクションプログラム」の『究極ライフラインＬＰガス』に示した活動のうち、災害バルク（ＬＰガス容器含む）及びＧＨＰ等のＬＰガス機器・ＬＰガス自動車について、各種補助金の利用と併せて地方自治体、病院、福祉施設等に対しての提案ツール「公共施設にＬＰガス機器の常設常用を！」を別添のとおり作成いたしました。

つきましては、会員の皆様におかれましては本資料をご活用頂き、公共施設等へのＬＰガス機器の常設常用の更なる推進にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

追伸
本資料のパワーポイント版については、５月下旬までに当協会のホームページ（http://www.japanlpg.or.jp/）の会員サイトに掲載いたします。

以　上
（送信手段：Ｅメール、担当：事業推進部　難波、米田、結城　篠島）

